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３
月
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
５
議
員
が
登
壇
し
、

農
業
者
収
入
保
険
制
度
、
人
口
減
少
期
の
村
づ
く
り
な
ど

を
取
り
上
げ
、
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
営
バ

ス
条
例
の
一
部
改
正
を
含
む
条
例
10
件
、
平
成
29
年
度
補

正
予
算
８
件
、
平
成
30
年
度
予
算
10
件
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
９
件
、
辺
地
計
画
の
変
更
１
件
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
・
３
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
と
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
の
合
同
議
案
調
査
を
開
き
、
第
４
日
目
の

現
地
調
査
と
共
に
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
平
成
30
年

度
予
算
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
辺
地
計
画
の
変
更
を
含

め
た
38
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採

択
し
ま
し
た
。
議
員
発
議
を
日
程
に
追
加
し
た
意
見
書
の

提
出
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
を
許
可
し

て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

待望の宅地分譲造成着手！
3月定例会の
あらまし

森
林
再
生・中
山
間
多
面
的
も
継
続

　
　
　 
大
型
道
路
改
良
2
路
線
計
画

　

10
会
計
の
平
成
30
年
度
予

算
総
額
は
、
41
億
９
５
４
９

万
７
千
円
、
前
年
度
比
２
億

５
４
０
８
万
６
千
円（
5.7
％
）の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

[

左
表
の
と
お
り]

　

一
般
会
計
は
、
28
億
９
３

０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
１

億
８
７
０
０
万
円（
6.1
％
）の

減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
事
業
と
し
て
は
、
さ

ぎ
り
荘
増
築
工
事
、
緑
の
ふ

る
さ
と
協
力
隊
事
業
、
鹿
角

平
観
光
牧
場
草
地
内
維
持
補

修
工
事
、
宅
地
分
譲
地
造
成

工
事
、
新
型
Ｊ‐

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

受
信
装
置
設
置
工
事
、
中
学

校
ト
イ
レ
改
修
工
事
、
ト
レ

セ
ン
プ
ー
ル
循
環
浄
化
装
置

入
替
工
事
な
ど
が
主
な
も
の
。

　

財
源
で
は
、
村
税
な
ど
自

主
財
源
は
ほ
ぼ
同
程
度
。
東

日
本
大
震
災
の
復
興
関
連
予

算
が
少
な
く
な
る
と
共
に
、

地
方
交
付
税
は
国
の
歳
出
総

額
が
６
年
連
続
削
減
さ
れ
た

こ
と
か
ら
交
付
税
・
交
付
金

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
国
県
支
出
金
の
活
用
、

財
政
調
整
基
金
・
公
有
施
設

整
備
基
金
・
福
祉
基
金
な
ど

の
繰
入
の
措
置
を
講
じ
、
第

４
次
振
興
計
画
の
基
本
理
念

「
つ
な
が
り
で
支
え
輝
く
村

づ
く
り
」
実
現
の
た
め
の
施

策
を
進
め
る
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

大樂 勝 弘  村長

3月
定例会

11区画整備旧泰斗跡地に

人
が
集
ま
り
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
予
算
編
成
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▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

新
年
度
事
業
計
画
を
調
査
・
補
正
予
算
可
決
！

待望の宅地ここに

注目！ 分譲造成着手！平成30年度
一般会計予算

11区画整備旧泰斗跡地に■ この様に決まりました（新年度予算）

事業勘定

直診勘定
特　
　
別　
　
会　
　
計

一 般 会 計
会　計　別

合　　　計

３０億８０００万円
５億４１２５万３千円
６５４９万８千円

１億１５１９万７千円
７８０万円

３２７５万７千円
４億５８１３万円
１１７０万円

１億８８万４千円
３６３６万４千円

１３億６９５８万３千円
４４億４９５８万３千円

２9年度予算額
２８億９３００万円
４億３４９７万３千円
６６２３万１千円
１億９４８万９千円

９８０万円
４３７８万２千円

４億８２５６万４千円
１６４０万円

１億７５万３千円
３８５０万５千円

１３億２４９万７千円
４１億９５４９万７千円

30年度予算額
△６.１％
△１９.６％
１.１％
△５.０％
２５.６％
３３.６％
５.３％
４０.２％
△０.１％
５.９％
△４.９％

伸び率

△５.７％

国保 

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
交 流 施 設
学 校 給 食
後期高齢者
小 計

村
営
バ
ス
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
村
営
バ
ス
の
運
行
路
線
の
起
点
を
広
畑
か
ら
鮫
川
中
学
校
北

口
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
運
行
距
離
、
運
休
日
の
変
更
等
の

改
正
を
行
う
も
の
。

村
民
保
養
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
さ
ぎ
り
荘
の
カ
ラ
オ
ケ
室
を
個
室
と
し
て
利
用
し
、
カ
ラ
オ

ケ
使
用
料
を
無
料
と
す
る
た
め
、
別
表
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
に
つ
い
て

◆
請

願

者　
東
白
川
地
区
連
合
会　
議
長　
小
針 

弘
之

◆
紹
介
議
員　
堀
川 

照
夫

◆
附　
　

託　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◆
審
査
の
結
果　
採
択

◆
本

会

議　
全
員
賛
成
で
可
決

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

◆
提

出

者　
関
根 

政
雄

◆
賛

成

者　
前
田 

武
久  

外
２
名

◆
本

会

議　
全
員
賛
成
で
可
決

条
例
改
正
を
し
ま
し
た

請
願
を
可
決
し
ま
し
た

意
見
書
提
出
を
、
可
決
し
ま
し
た

■ 新年度の主な事業と予算です

情報化推進事業
さぎり荘増築工事
緑のふるさと協力隊事業費（１名）
中山間地域直接支払制度事業及び
多面的機能支払交付金事業
ふくしま森林再生事業
県単林道事業林道東前田線舗装工事

４３４２万３千円
３７３６万円

２２０万５千円

１億１４９５万９千円

７７００万２千円
９２４万２千円

歳　　　　出
鹿角平観光牧場草地内維持補修工事
道路改良事業（村道江掘那倉線外１路線、
村道水口大沢線ほか）
宅地分譲地造成工事
高校通学支援金
中学校トイレ改修工事
トレセンプール循環浄化装置入替工事

１０８万円

１億２４８４万２千円

３０００万円
９７２万円

６５１万６千円
５６１万６千円
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議 案
調 査

併
せ
て
36
事
業
を
、
各
常
任
委
員
会
に
よ
る
合
同
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

鮫中トイレ改修など

保養施設「さぎり荘」の休憩施設の増築計画を調査

総務文教
常任委員会

情
報
デ
ー
タ
の
維
持
管
理
費
削
減
を
目

的
と
し
た
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
移
行

答
ク
ラ
ウ
ド
移
行
作
業
委
託
の
必

要
性
と
内
容
は

問
休
憩
和
室
の
増
築
工
事（
約
３０
名
の
大

広
間
）

答
村
民
保
養
施
設「
さ
ぎ
り
荘
」改

修
工
事
内
容
は

問

産業厚生
常任委員会

総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
は

１０
年
に
一
度
作
成
す
る
村

政
要
覧
や
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
制
作
費

問答
道
路
改
良
費
は

水
口
大
沢
線
、江
堀
名
倉

線
の
大
型
改
良

問答

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

森
林
再
生
の
継
続
事
業

（
４
年
目
）

問答
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
負

担
金

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
１

名
への
負
担
金

問答

分
譲
住
宅
造
成
工
事
の

内
容

旧
泰
斗
跡
地
へ
の
分
譲
宅

地
造
成（
約
１２
区
画
整
備
）

問答

小
学
校
、中
学
校
設
備
改

修
工
事

給
水
ポ
ン
プ
滅
菌
器
交

換
。中
学
校
の
ト
イ
レ
洋

式
化
工
事

問答

防
犯
灯
維
持・設
置
費
の

内
訳
は

新
規
防
犯
灯
６
基
設
置

電
気
料
及
び
修
繕
費

問答

鮫
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

補
助
金

他
補
助
金
の
減
額
で
不

足
が
生
じ
た
た
め

問答

計画された事業計画を徹底調査！

東白クリーンセンター最終処分場 ふくしま森林再生事業水口大沢線改良工事

新
年
度
に
お
け
る
新
規
事
業
と
継
続
事
業

さ
ぎ
り
荘

癒
し
と
憩
い
の
空
間
増
設
ヘ



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

特
集  

議
会
基
本
条
例
本
格
稼
動
！

地方交付税７５８７万円を追加

　
新
設
さ
れ
た
手
ま
め
館
の

野
外
ト
イ
レ
の
駐
輪
場
の
水

た
ま
り
の
補
修
は
さ
れ
た

か
。
ま
た
ト
イ
レ
の
表
示
が

小
さ
く
て
分
か
ら
な
い
。
誘

客
す
る
案
内
板
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
水
た
ま
り
の
補
修
は
済
ん

で
い
る
。
ト
イ
レ
の
表
示
と

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
提
案

す
る
。

　
公
営
住
宅
使
用
料
が
４
２

３
万
円
、
児
童
手
当
が
４
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
理
由
は
。

　
住
宅
使
用
料
の
減
額
は
入

居
者
が
減
っ
た
た
め
。
空
き

家
を
周
知
し
、
解
消
に
つ
と

め
る
。
児
童
手
当
の
減
額
は

転
出
に
よ
る
児
童
数
の
減
少

に
よ
る
も
の
。

　
今
年
度
の
税
収
率
は
ど
の

く
ら
い
か
。
手
ま
め
館
の
ト

イ
レ
の
水
た
ま
り
の
補
修
方

法
は
。

　
広
報
お
知
ら
せ
版
で
各
区

の
納
税
状
況
は
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。

　
水
た
ま
り
は
ア
ク
リ
ル
系

の
モ
ル
タ
ル
で
約
３㎜
く
ら
い

フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
に
補
修

し
た
。

問
北
條
利
雄
議
員

村
長

答

村
長

答
総
務
課
長

答
農
林
商
工
課
長

答 問
関
根
政
雄
議
員

問
前
田
武
久
議
員

■ ３月臨時補正予算の状況

事業勘定
直診勘定

一　般　会　計
会　計　別

合　　　計

補  正  額 補正後の予算額

国保

6139万8千円増
84万5千円減

0
112万5千円減
150万4千円増

　  　21万6千円増 
4万2千円減

255万9千円減

36億1145万6千円
5億1807万5千円
6350万6千円

1億2363万8千円
　　 1210万5千円
4億8724万7千円
1519万2千円
 9610万2千円

5854万7千円増 49億9961万9千円

簡易水道事業
村営バス事業
介 護 保 険
交 流 施 設
学校給食センター

特　
別　
会　
計

補正が行われた８会計。国保 直診勘定の総額は変わらず内容が
変更された。

５ さめがわ議会だより第152号

臨 時
議 会

子どもの減少により、児童手当も４００万円減額補正

　第３回臨時議会は３月２７日に開催され、移動通信用鉄塔
設置及び管理、他の条例改正２件、平成２９年度補正予算８件
の１０議案が提案され、全ての議案が原案のとおり可決いた
しました。

質
疑

■ 3月臨時補正予算の主な事業

教育施設整備基金積立
福祉基金積立
公有施設整備基金積立
介護保険事務費
　介護保険特別会計への繰出金

３３０２万円追加
３００２万円追加
３９２２万円追加

３７９万２千円追加

 歳　　　　出

歳　　　　入
２７７万３千円追加
７５８７万９千円追加

２４０万２千円追加

法人村民税  法人税割
地方交付税  特別交付税
国庫支出金
　公共土木施設災害復旧事業負担金

など

教育福祉施設整備基金に積立１億円



全員
協議会を示せ！規範議員自ら襟を正し
地
区
懇
談
会
の
開
催
を
再
検
討

さめがわ議会だより第152号　６

と　　り　　　　　き　　め

   

村
議
会
は
平
成
２５
年
に「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
議
会
に
対
す
る

村
民
の
意
識
調
査
」を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
数
多
く
の
議
会
改
革
の
検
討
事
項
を
協
議
し
ま
し
た
が
、「
村
民
懇
談

会
」や「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」は
先
送
り
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
２８
年
度
よ
り「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
導
入
し
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
が
、
広
く
村
民
の
声
を
聞
く「
議
会
報
告
会
や
懇
談
会
」の
開
催
を

求
め
る
声
も
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、「
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」を
視
野
に
入
れ
た
協
議
を
重
ね
た
上
で
、、
議
員

提
案
に
て
条
例
化
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
の
流
れ

委員会にて条例案
原案の調査及び
協議

議会運営委員会

条例原案の調査・
協議及び提出議
案の検討、決定

全員協議会

情報公開・村民参加



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
！！
村
政
を
問
う
！ 

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員

議員自ら襟を正し
議会基本条例制定に向けて本格稼動

７ さめがわ議会だより第152号

特 集
え　　り

　

議
会
の
あ
り
方
を
住
民
に
対
し
て
宣
言
す
る
も
の
で

「
議
会
の
最
高
規
範
」
で
す
。
北
海
道
夕
張
市
の
破
綻

で
、
議
会
が
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
事
を
受
け
、
議
会
自

ら
襟
を
正
そ
う
と
隣
町
の
栗
山
町
議
会
が
２
０
０
６
年
に
制

定
し
ま
し
た
。
以
来
議
会
改
革
の
柱
と
し
て
全
国
各
地
の
議

会
が
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
現
在
は
約
８
０
０
の

自
治
体
、
市
議
会
は
60
％
、
町
村
議
会
は
31
％
の
議
会
が
制

定
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
村
で
は
白
河
市
、
矢
吹
町
、
塙
町
が
「
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
議
会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
議
会
の
運
営

方
法
や
開
催
日
程
の
調
整
、
議
案
等
を
審
査
す
る

会
議
で
す
。

【
全
員
協
議
会
】

　
村
政
全
般
に
関
わ
る
事
項
や
、
議
会
の
運
営
に
関

す
る
事
項
な
ど
を
協
議
す
る
た
め
、
全
議
員
で
行
う

会
議
で
す
。
村
か
ら
の
重
要
施
策
の
説
明
を
受
け

た
り
、
議
会
の
意
見
統
一
を
図
る
場
合
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。
た
だ
し
法
的
な

根
拠
が
な
い
会
議
な
の
で
、
議
案
の
「
事
前
審
議
」

に
な
ら
な
い
よ
う
な
注
意
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

条
例
制
定

本議会への上程と
提出議案の説明・
採決（決議）

定例議会

情報公開・村民参加議
会
基
本
条
例
と
は



登壇5人が
リズバ

村政を問う！
議員

北條　利雄 議員
農業者「収入保険制度」
自殺対策計画策定
自治体クラウド導入の
方向性　

①
②
③

（北條 佐弥さん）

P 9

前田　武久 議員
①

②

③

石井草・叉石地区の
氷結道路解消
村民保養所と交流施
設の併合
一般質問の答弁修正

P13

星　 一 彌 議長
（星　 将貴さん）

大樂　勝弘 村長
（藤田 歩夢さん）

白坂　利幸 副村長
（鈴木 千絢さん）

奥 貫　 洋 教育長
（水野 　紘さん）

議会の進行 答 弁 者 出 席 者

（金澤 琴海さん）

関根　英也 議員
（小林 穂乃香さん）

前田　雅秀 議員
（目黒 豪心さん）

宗田　雅之 議員
人口減少期における
村づくり
温泉の振興策

①

②

（蛭田 真歩さん）

P10

出 席 議 員

関根　政雄 議員
公有住宅と公営住宅
の利活用
生活道の日陰林対策
鮫川村総合戦略プロ
ジェクトの推進策

①

②
③

P11

（関根 成吾さん）

遠藤　貴人 議員
定住促進の住宅政策①

P12

（武藤 瑠那さん）

堀川　照夫 議員
（矢吹 天響さん）

さめがわ議会だより第152号　８

にがお絵は
鮫川小学校の
元気な4年生に
描いていただき
ました



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
関
根
政
雄
議
員

北
條 

利
雄 

議
員

質 
問

質 

問

質 

問

　
自
殺
対
策
を
巡
っ
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自

殺
対
策
の
計
画
作
成
が
義

務
づ
け
ら
れ
、主
役
は
地

方
自
治
体
が
担
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。悩
み
を
抱
え

た
人
が
、速
や
か
に
問
題
を

解
決
し
て
い
け
る
地
域
社

会
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
意
味
で
自
殺
対
策
は
、

地
域
づ
く
り
と
同
じ
で
あ

り
、生
き
る
こ
と
の
包
括
的

な
支
援
の
構
築
で
あ
る
。

自
治
体
が
出
来
る
対
策
に

は
限
界
が
あ
り
、協
力
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
、民
間
団
体
の
力
、地

域
の
力
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。自
殺
対
策
計
画

策
定
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

平
成
30
年
度
に
自
殺
対

策
計
画
を
策
定
す
る
。現

在
実
施
し
て
い
る
関
連
事

業
や
取
り
組
み
も
、生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。自
殺
に

至
る
ま
で
の
経
緯
は
複
数

の
要
因
が
存
在
し
、複
雑
に

連
鎖
し
て
い
る
。そ
の
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が

必
要
。様
々
な
施
策
、人
々
、

組
織
が
連
携
し
、対
策
の

一
翼
を
担
う
意
識
を
高
め

「
必
要
な
時
に
必
要
な
支
援

が
届
く
」地
域
づ
く
り
に
引

き
続
き
取
り
組
む
。

　

農
業
者「
収
入
保
険
制

度
」は
、自
然
災
害
、価
格

低
下
な
ど
の
収
入
減
少
を

補
て
ん
す
る
仕
組
み
。青

色
申
告
を
行
い
、経
営
管

理
を
適
切
に
行
う
農
業
者

（
個
人
、法
人
）が
対
象
。制

度
導
入
に
あ
た
っ
て
①
農

業
青
色
申
告
者
の
現
状
と

誘
導
方
策
や
指
導
研
修
体

制
②
経
費
の
変
動
や
生
産

費
へ
の
考
慮
や
改
善
方

策
、掛
け
金
へ
の
助
成
や
緩

和
措
置
、類
似
制
度
と
の

選
択
や
整
合
性
・
均
衡
を

伺
う
。

　

青
色
申
告
者
は
農
家

4
7
9
軒
の
内
27
件（
5.6
％
）。

今
後
増
加
す
る
青
色
申
告

者
や
法
人
化
を
希
望
す
る

農
業
者
に
は
、経
営
管
理

能
力
の
向
上
を
図
る
指
導

支
援
を
実
施
。基
準
収
入

は
、規
模
拡
大
、面
積
収
入

要
件
な
ど
経
営
実
態
に
即

し
補
償
水
準
が
修
正
さ
れ

る
。制
度
内
容
の
改
善
点

が
あ
れ
ば
要
望
す
る
。掛

け
金
は
低
い
水
準
で
あ
り
、

単
独
で
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。収
益
性
の
高
い
農

産
物
の
大
規
模・多
角
化
を

対
象
と
す
る
制
度
で
あ
り
、

類
似
制
度
と
の
選
択
が
可

能
。意
欲
あ
る
農
家
経
営

を
支
援
す
る
原
動
力
に
繋

げ
る
。

　
「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」は
、

各
自
治
体
の
庁
内
で
保
有・

管
理
す
る
従
来
の
導
入
型

シ
ス
テ
ム
に
代
わ
り
、外
部

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
保

有・管
理
さ
れ
て
い
る
シ
ス

テ
ム
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経

由
で
利
用
す
る
仕
組
み
。

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築・運
用
や
事
務
の
効
率
化

を
通
し
て
行
政
コ
ス
ト
を

大
幅
に
削
減
す
る
、住
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

電
子
自
治
体
の
基
盤
に
な

る
技
術
。垣
根
を
越
え
た

円
滑
な
連
携
や
情
報
シ
ス

テ
ム
の
調
達・運
用
の
合
理

化
や
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。「
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
」導
入
の
認
識
と
方
向

性
を
伺
う
。

　

次
年
度
か
ら
ク
ラ
ウ
ド

化
を
図
る
事
業
費
を
計
上

し
た
。住
民
基
本
情
報
、税

務
情
報
、国
保
、介
護
医
療

な
ど
の
内
部
情
報
を
ク
ラ

ウ
ド
に
移
行
す
る
も
の
。現

段
階
で
は
同
じ
供
給
業
者

を
利
用
し
て
い
る
本
村
と

棚
倉
町
、塙
町
の
郡
内
3

町
村
で
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

の
利
用
を
始
め
る
。白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
内
の

ク
ラ
ウ
ド
化
は
、供
給
業
者

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お

り
、供
給
業
者
を
超
え
た

ク
ラ
ウ
ド
化
の
広
域
化
は

今
後
検
討
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

必要な時に必要な支援が届く
　　　　　地域づくりに取り組む

野菜は農家の大切な収入源

生
き
が
い
対
策

生きることの包括的な支援の
　　　 　 構築と取り組みを伺う

答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

問
農
業
者「
収
入
保

険
制
度
」を
伺
う

答
意
欲
あ
る
農
家
経

営
を
支
援
す
る
原

動
力
に
繋
げ
る

問
「
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
」導
入
の
認
識
と

方
向
性
を
伺
う

答
郡
内
3
町
村
で
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
の

利
用
を
始
め
る

９ さめがわ議会だより第152号



　
現
在
、
大
量
の
温
泉
が

川
に
流
出
し
て
い
る
湯
の

田
温
泉
で
あ
る
が
、
利
用

の
仕
方
に
よ
り
、
村
お
こ

し
の
一
助
に
な
る
と
考
え

る
が
。

　

以
前
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
温
泉
資
源
を

活
用
し
た
新
た
な
産
業
の

育
成
な
ど
様
々
な
施
策
を

検
討
し
た
。
今
後
、
事
業

主
体
、
財
源
な
ど
の
問
題

を
考
え
、
計
画
実
行
し
て

い
く
。

　
温
泉
に
は
、
人
を
引
き

寄
せ
る
魅
力
が
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
温
泉
付

き
分
譲
地
を
空
洞
化
が
進

む
、
村
の
中
心
地
に
計
画

し
て
は
と
思
う
が
。

　

温
泉
付
き
分
譲
地
は
、

大
変
い
い
話
で
あ
る
と
思

う
。
以
前
、
検
討
委
員
会

で
示
さ
れ
た
利
用
策
と
合

わ
せ
て
皆
さ
ん
と
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
急
激
に
進
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
人
口
減

少
、
少
子
化
、
高
齢
化
に

対
応
し
た
村
づ
く
り
を
ど

の
様
に
構
築
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
田
園
回
帰

の
取
り
組
み
に
加
え
、
関

係
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
、
都
市
と
の
交
流
事
業

の
中
で
の
農
業
体
験
、
特

産
品
販
売
、
大
学
連
携
、

情
報
発
信
な
ど
、
皆
さ
ん

と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　
住
む
人
が
減
少
す
る
中

で
地
域
の
維
持
、
管
理
を

ど
の
様
に
し
て
い
く
の

か
。
子
供
、
若
者
の
中
に

も
、
人
口
減
少
に
伴
う

様
々
な
問
題
を
心
配
す

る
声
が
大
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
声
に
応
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
村
を
離
れ
て
行

く
若
者
が
増
加
す
る
の

で
は
。

　

農
村
景
観
を
守
る
た

め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
今
後
も
仕
事
を

委
託
し
、
村
を
守
っ
て

い
く
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
も
高
齢
に
な
り
、
ま

た
若
者
の
減
少
に
伴
い
、

就
労
人
口
が
少
な
く
な
る

中
で
、
効
率
的
な
組
織
を

作
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
ま
た
地
域
に
若
者
が

減
少
す
る
中
で
防
犯
、
防

災
の
対
応
、
高
齢
者
が
増

え
る
中
で
の
介
護
施
設
の

確
保
、
就
労
人
口
の
問
題

も
考
え
ら
れ
る
が
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
老
後
を

暮
ら
せ
る
よ
う
、
区
長
さ

ん
方
の
知
恵
を
借
り
、
見

守
り
な
ど
の
体
制
づ
く
り

を
考
え
た
い
。
ま
た
若
い

人
た
ち
に
も
選
ん
で
も
ら

え
る
村
づ
く
り
を
腰
を
据

え
て
考
え
て
い
く
。

宗
田 

雅
之 
議
員

問われる人口減少対策

質 

問

質 

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

人口減少期における村づくりを伺う人
口
対
策 交流事業、情報発信などに取り組む答

問

さめがわ議会だより第152号　10

問
温
泉
の
振
興
策
を
伺
う

上
手
に
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で
考
え

て
い
く

答



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
遠
藤
貴
人
議
員
・
前
田
武
久
議
員

関
根 

政
雄 

議
員

11 さめがわ議会だより第152号

住
宅
政
策 情報公開し、入居者募集に努める答

質 

問

質 

問

質 

問

有効活用が期待される公有住宅(渡瀬・越虫地内)

公有住宅と公営住宅の
　　　　　有効活用策を示せ問

　

村
は
医
師
用
住
宅
と
し

て
越
虫
地
内
の
住
宅
を
取

得
し
た
。さ
ら
に
ひ
だ
ま
り

荘
裏
に
住
宅
を
新
築
し
た

が
現
在
は
入
居
さ
れ
て
い

な
い
。ま
た
中
沢
入
り
口
の

旧
保
養
所
の
活
用
、公
営

住
宅
の
空
家
の
状
況
入
居

者
へ
の
支
援
策
は
。

　

ひ
だ
ま
り
荘
裏
の
住
宅

は
、医
師
専
用
の
住
宅
と

し
て
国
の
補
助
金
を
う
け

て
い
る
た
め
に
一
般
の
方

に
は
貸
せ
な
い
。越
虫
住
宅

は
移
住
定
住
促
進
住
宅
で

入
居
は
可
能
で
あ
る
。中

沢
入
り
口
の
旧
保
養
所
は

た
ん
ぽ
ぽ
の
家
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
し
て
要
望
が

あ
り
、沿
う
よ
う
に
対
応

す
る
。

　

村
営
住
宅
は
６１
戸
の
う

ち
５
戸
が
空
家
。公
営
住

宅
の
家
賃
設
定
に
は
、子
育

て
支
援
が
織
り
込
ま
れ
て

お
り
、村
独
自
で
決
定
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

　

越
虫
住
宅
は
譲
渡
も
考

え
て
い
る
の
か
。

　

ト
イ
レ
の
浄
化
槽
を
整

備
し
て
入
居
者
を
募
る
。

　

新
年
度
の
村
道
日
陰
林

の
計
画
と
国
県
道
に
つ
い

て
既
に
要
望
さ
れ
て
い
る

箇
所
と
県
の
見
通
し
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　

要
望
箇
所
は
中
野
区
摺

合
、真
坂
。富
田
区
中
沢
。

東
野
石
井
草
、芦
ノ
草
地

内
の
４
箇
所
で
あ
る
。県

道
は
発
地
岡
か
ら
棚
橋
の

５
０
０ｍ
。滑
石
か
ら
滝
の

２
０
０ｍ
。芦
ノ
草
地
内
の

１
０
０
ｍ
の
３
箇
所
。県

の
担
当
部
局
と
も
相
談

し
、対
策
を
進
め
る
。

　

村
道
の
難
所
と
さ
れ
て

い
る
石
井
草
地
内
の
日
陰

林
解
消
で
、山
主（
地
権
者
）

に
要
望
と
同
意
は
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　

立
ち
木
補
償
は
１
本
１

０
０
０
〜
２
０
０
０
円
。伐

採
し
た
木
は
林
家
で
処
分

す
る
制
度
な
の
で
反
対
は

な
い
が
再
度
要
望
す
る
。

　

総
合
戦
略
の
基
本
理
念
と

し
て「
子
ど
も・
若
者
・
女
性

の
自
己
表
現
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
」と
し
て
い
る
が
、新

年
度
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

次
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
。

○
ふ
る
さ
と
回
帰

○
短
期
滞
在
型
移
住
体
験

○
地
域
お
こ
し
商
社

○
産
業
お
こ
し
特
産
品
開
発

○
温
泉
活
用

○
鹿
角
平
観
光
牧
場
宿
泊

　
誘
致
推
進

○
環
境
公
社
、農
村
環
境

○
小
さ
な
仕
事
づ
く
り

○
移
住
定
住
向
け
住
宅
環

　
境
整
備

○
子
育
て・教
育
支
援

○
都
市
交
流

○
住
宅
環
境

　

以
上
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
順
次
推
進
す
る
。

　
総
合
戦
略
の
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
達
成
に
は
子
ど
も
達

や
若
者・女
性
を
含
む
村
民

参
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

都
市
と
の
交
流
を
活
か

し
て
姉
妹
都
市
と
な
り
、鮫

川
村
の
自
然
や
農
家
の
優

し
い
心
に
触
れ
あ
う
事
の

で
き
る
事
業
を
推
進
す
る
。

問
日
陰
林
の
解
消
策
は

答
現
地
を
精
査
し
事

業
を
進
め
る

問
総
合
戦
略
の
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
策
は

答
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

指
数
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

再
質
問



遠
藤 

貴
人 
議
員
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再
質
問

再
質
問

質 

問

子育て世帯に魅力ある
　　　　助成制度を検討する

村有地を活用した
　　　宅地整備の進め方は

住
宅
政
策 答

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

民間企業が村内に開発を進める住宅分譲地

　
村
内
に
家
を
建
て
た
い

と
の
要
望
が
後
を
絶
た
な

い
こ
と
を
受
け
、
村
は
村

有
地
を
活
用
し
た
宅
地
整

備
を
進
め
て
い
る
。
近
隣

で
は
民
間
企
業
が
同
じ
よ

う
に
宅
地
造
成
を
進
め
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
価
値
を
つ
け
て
村
有
地

の
宅
地
分
譲
を
し
て
い
く

つ
も
り
か
。

　

村
で
は
現
在
、
赤
坂
西

野
字
見
渡
地
内
に
宅
地
の

分
譲
を
造
成
す
べ
く
、
旧

工
場
の
解
体
撤
去
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
解
体

撤
去
工
事
の
完
了
を
待
っ

て
、
分
譲
地
の
宅
地
造
成

工
事
に
入
る
。
立
地
に
関

し
て
は
、
棚
倉
町
、
浅
川

町
へ
の
通
勤
通
学
、
鉄
道

の
駅
や
、
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
に
も
近
く
て
便
利
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
立
地
の
み
に
価
値
を

見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
鮫
川
村
の

子
育
て
支
援
の
充
実
は

多
く
の
方
が
認
め
て
い

る
。
こ
れ
に
上
乗
せ
す
る

形
で
、
分
譲
地
の
購
入
希

望
者
に
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
る
助
成
制
度
を
検
討

す
る
。

　
様
々
な
世
代
が
顧
客
と

な
り
得
る
が
、
宅
地
造
成

を
進
め
る
民
間
企
業
と
価

格
的
な
均
衡
を
保
つ
の

か
、
そ
れ
と
も
購
入
希
望

者
に
魅
力
あ
る
提
示
を
す

る
の
か
。
村
の
強
み
を
活

か
す
形
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

明
確
に
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
合
わ
せ
た
戦
略
が
必

要
。
幅
広
い
客
層
の
幅
広

い
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
戦

略
で
は
競
争
に
負
け
て
し

ま
う
。

　

村
内
に
家
を
建
て
た
い

が
土
地
が
な
い
と
い
う
理

由
で
村
外
に
土
地
を
求

め
、
新
築
す
る
若
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
若
者
に

残
っ
て
も
ら
う
、
あ
る
い

は
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
た

め
、
経
済
的
な
支
援
を
す

る
こ
と
で
背
中
を
押
す
。

村
が
準
備
す
る
分
譲
地
に

限
ら
ず
、
村
内
に
土
地
を

求
め
て
居
住
を
構
え
る
皆

さ
ん
を
支
援
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
も
必
要
。
例
え

ば
村
の
分
譲
地
を
購
入
し

た
場
合
、
新
築
後
の
規
定

年
数
経
過
に
て
土
地
購
入

代
金
を
全
額
返
還
。
ま

た
、
民
間
の
土
地
を
購
入

す
る
場
合
に
も
一
定
の
金

額
を
助
成
し
た
い
が
、
村

の
予
算
で
は
限
り
が
あ

る
。
県
が
移
住
者
や
子
育

て
世
帯
に
は
手
厚
い
補
助

を
検
討
し
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
こ
れ
ら
と
合
わ
せ

て
効
果
的
に
進
め
た
い
。

　
持
家
を
購
入
す
る
こ
と

は
人
生
の
覚
悟
の
表
れ
。

村
の
財
源
に
限
り
は
あ
る

が
、
覚
悟
を
決
め
た
家
族

に
は
県
の
補
助
等
を
有
効

に
活
用
す
る
べ
き
。
ま

た
、
助
成
だ
け
で
な
く
、

完
成
宅
地
の
分
譲
で
あ
る

な
ら
、
上
下
水
道
や
電
気

等
も
整
備
済
み
。
付
帯
工

事
負
担
の
必
要
が
な
い
こ

と
を
含
め
、
積
極
的
な
宣

伝
広
告
が
必
要
で
あ
る
。

　

泰
斗
工
業
跡
地
に
つ
い

て
は
、
上
下
水
道
を
布
設

し
区
画
整
理
を
す
る
。
土

地
を
求
め
た
方
は
建
て

る
だ
け
で
よ
い
。
販
売
方

法
に
対
し
て
は
、
企
画
に

対
す
る
助
言
も
い
た
だ
き

た
い
。



　

村
道
新
宿
古
殿
線
の
叉

石
地
区
を
凍
結
防
止
策
と

し
て
昨
年
ア
メ
ニ
ウ
レ
タ
ン

工
法
が
完
成
し
、道
路
安
全

が
期
待
さ
れ
た
が
、２
月
４

日
の
降
雪
依
頼
１
週
間
後
も

氷
結
状
態
が
続
き
、地
域
住

民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
た
。

今
後
の
対
策
を
尋
ね
る
。　

　

２
月
４
日
の
大
雪
の
際
、

村
の
機
械
で
午
後
一
番
で
除

雪
し
た
が
、そ
の
後
に
圧
雪

状
況
で
あ
っ
た
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　

住
民
か
ら
の
連
絡
で
、宅

急
便
が
登
れ
な
い
。勤
務
、

急
用
者
以
外
は
下
れ
な
い
状

況
と
の
事
で
あ
っ
た
。状
況

把
握
は
さ
れ
た
の
か
。

　
石
井
草
に
は
役
場
職
員
が

２
人
い
る
。こ
の
工
法
は
充

分
効
果
が
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。ま
た
現
場
で
会
っ
た
方

に
全
く
効
果
が
な
い
。日
が

当
た
れ
ば
と
い
わ
れ
た
。

　

村
有
車
載
機
の
作
業
状

況
は
。

　
１
台
は
青
生
野
地
区
へ
貸

し
出
し
、残
り
２
台
は
村
道

20
路
線
を
12
月
〜
３
月
迄
、

村
と
区
長
さ
ん
と
で
散
布
を

実
施
し
て
い
る
。

　
叉
石
地
区
の
散
布
状
況
は
。

　
散
布
し
た
記
録
が
な
い
。

  
散
布
の
有
効
活
用
を
住
民

が
望
ん
で
い
る
。散
布
量
も

お
ぐ
ふ
程
度
で
な
く
大
量
に

手
ま
め
に
蒔
く
べ
き
。

　

少
量
で
な
く
ご
っ
そ
り
景

気
よ
く
蒔
く
。

　

定
置
式
凍
結
防
止
機
の

設
置
を
望
む
。

　
日
陰
対
策
を
図
る
。

　
叉
石
地
区
の
南
側
山
頂
ま

で
の
伐
採
は
困
難
。解
消
さ
れ

な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

議
員
提
言
の
定
置
型
を

設
置
し
、安
心
安
全
を
確
保

す
る
。

　
さ
ぎ
り
荘
の
新
年
度
の
増

築
計
画
を
機
に
多
く
の
村
民

が
臨
む
宿
泊
施
設
運
営
を
図

る
べ
き
。ほ
っ
と
は
う
す
は
開

所
以
来
財
政
負
担
を
強
い
ら

れ
、前
年
度
の
質
疑
の
答
弁

で
も
２９
年
度
の
経
営
状
況
次

第
で
閉
館
を
示
し
た
。こ
の

施
設
の
宿
泊
業
務
を
、さ
ぎ

り
荘
へ
併
合
し
、豊
富
な
温

泉
利
用
と
周
辺
地
域
の
活
性

化
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
ほ
っ
と
は
う
す
は
都
市
と

の
交
流
が
目
的
で
、今
年
は

県
内
、村
内
の
客
が
増
え

た
。３０
年
度
は
老
朽
化
し
た

施
設
人
件
費
の
増
を
図
る
。  

　　
ほ
っ
と
は
う
す
の
運
営
継

続
は
村
民
の
意
向
に
沿
わ
な

い
。さ
ぎ
り
荘
宿
泊
業
務
構

想
は
、当
初
１０
数
人
程
度
収

容
の
規
模
で
前
庭
駐
車
場
を

立
体
化
す
れ
ば
、敷
地
確
保

と
予
算
も
節
約
で
き
る
。

　
民
間
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
。

　
民
間
施
設
と
充
分
共
存
で

き
る
政
策
の
意
思
は
な
し
と

思
わ
れ
る
。新
年
度
の
増
築

の
内
容
は
。　

　
小
部
屋
２
間
を
合
わ
せ
２８

帖
に
増
築
す
る
。

　
１２
月
の
一
般
質
問
の
村
長

答
弁
が
２
ケ
月
後
に
修
正
報

告
が
あ
っ
た
が
。

　
借
地
契
約
は
３５
年
３
月
末

満
了
で
地
主
に
返
す
と
答
弁

し
た
が
、建
物
の
処
分
期
限

が
３０
年
と
判
明
し
た
。問
い

合
わ
せ
の
入
居
者
に
は
説
明

し
た
。修
繕
料
は
最
後
ま
で

の
入
居
者
は
免
除
す
る
。

質 

問

質 

問

質 

問

前
田 

武
久 

議
員

村
道
整
備

除雪６日後の叉石地内の道路状況
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答
宿
泊
施
設
の
考
え

は
な
い

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問
さ
ぎ
り
荘
に
宿
泊

施
設
を

答
誤
っ
た
認
識
で
あ
り
、入

居
者
に
お
詫
び
す
る
。

問
東
前
田
団
地
の
建
物
の
処

分
制
限
期
間
の
変
更
は

日陰対策不解決の際には設置する答

石井草・叉石（さすいし）地区に
　　　 定置式凍結防止機設置を問

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

正
々
堂
々
、
こ
ど
も
模
擬
議
会
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村　
長

答　
弁
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質　
問

鈴
木　
七
海 

議
員

再
質
問

中
川　
友
愛 

議
員

再
質
問

森　
　
陽
輝 

議
員

再
質
問

　

先
日
、大
雪
が
降
っ
て
雪
か

き
を
行
い
、と
て
も
大
変
で
し

た
。鮫
川
村
に
は
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。鮫
川
村
で
の
対
策
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
15
セ
ン
チ
以
上
の
大

雪
が
降
っ
た
と
き
に
村
道
な
ど

の
除
雪
を
行
い
ま
す
。自
力
で

は
で
き
な
い
75
歳
以
上
の
高
齢

者
世
帯
等
は
、村
と
契
約
を
結

ん
で
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
が
、除
雪
機
を
使
って

除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
機
を
買
っ
た
ら
、私
道

の
雪
か
き
が
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
。村
か
ら
費
用
を
出
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

村
で
は
基
本
的
に
個
人
が

機
械
を
買
う
場
合
、補
助
金
は

出
し
て
い
ま
せ
ん
。近
所
が
助

け
合
っ
て
作
業
す
る
の
が
地
域

で
あ
り
ま
す
。小
さ
な
村
で
は

お
互
い
の
助
け
合
い
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

雪
が
降
っ
た
際
、強
滝
や
塚

本
付
近
で
、車
が
上
が
れ
な
く

な
っ
て
渋
滞
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。安
全
に
通
行
で
き
る
対

策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
は
村
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
の
バ
ス
路
線
を
優
先

的
に
除
雪
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

積
も
っ
た
雪
や
氷
を
解
か
す
た

め
の
融
雪
剤
を
撒
く
車
を
県

で
１
台
、村
で
３
台
配
備
し
、事

故
の
防
止
を
図
って
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

プ
ー
ル
が
温
水
プ
ー
ル
に
な
れ

ば
、高
齢
者
の
方
も
一
年
中
使

う
こ
と
が
で
き
、村
民
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ー
ル
の
温
水
化
、さ
ら
に

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
大
き
な
お
金
が
必
要
で
す
。

お
年
寄
り
の
健
康
維
持
の
た

め
、お
金
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
は
主
に
和
式
で
、村
の

敬
老
会
の
際
に
は
不
自
由
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
。早
め
に
洋
式

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
改
修
工
事

を
行
い
、男
女
ト
イ
レ
の
１
ヶ

所
ず
つ
と
多
目
的
ト
イ
レ
を

洋
式
化
し
ま
し
た
が
、数
が
少

な
く
て
不
便
な
思
い
を
し
て
い

る
方
が
い
ま
す
。ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

プ
ー
ル
の
更
衣
室
の
ロ
ッ

カ
ー
の
錆
び
と
、湿
気
が
多
く

て
ジ
メ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
を
改

善
し
、快
適
に
使
え
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
で
す
。

　

プ
ー
ル
の
更
衣
室
な
の
で
湿

気
が
多
く
、消
毒
に
塩
素
を
使

う
た
め
鉄
は
錆
び
や
す
い
が
、

ロッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
早
め
に
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
生
野
小
学
校
は
今
年
度
で

閉
校
で
す
。閉
校
後
、使
わ
ず
に

残
し
て
お
く
の
は
勿
体
無
い
の

で
、手
ま
め
カ
フ
ェ
２
号
館
と
し

て
、地
域
の
方
や
観
光
客
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
う
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

手
ま
め
館
２
号
館
と
す
る
場

合
の
、改
修
費
用
等
の
検
討
が

必
要
と
な
り
ま
す
。平
成
30
年

度
に
廃
校
利
用
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、調
査
及
び
審
議
を

す
る
予
定
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
青
生
野
小
は
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。村
全
体
で
の
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

地
域
お
こ
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
の
暮
ら
し
を
や
め
、

地
方
で
暮
ら
し
を
模
索
す
る
人

た
ち
に
向
け
、村
の
地
域
情
報

を
発
信
し
た
り
、短
期
の
お
試

し
移
住
を
働
き
か
け
る
な
ど
し

て
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま
す
。ま

た
、農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源

の
活
用
と
、都
市
部
へ
の
営
業
を

強
化
し
ま
す
。

　
手
ま
め
館
の
営
業
時
間
が
短

く
、仕
事
帰
り
の
人
が
立
ち
寄

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。営
業

時
間
を
延
ば
せ
ば
買
い
物
が
出

来
て
便
利
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
。

　

手
ま
め
館
は
来
店
い
た
だ

く
お
客
様
の
た
め
に
、夕
方
７

時
ま
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、６
時
以
降
の

お
客
様
が
極
端
に
少
な
い
と

いっ
た
こ
と
が
あ
り
、現
在
の
営

業
時
間
と
な
って
い
ま
す
。

　

手
ま
め
カ
フ
ェ
の
パ
ン
は
美

味
し
く
て
気
に
入
っ
て
い
る
の

で
す
が
、10
時
開
店
だ
と
朝
食

に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。開
店
時

間
を
早
め
て
い
た
だ
け
る
と
、

出
来
た
て
の
パ
ン
を
朝
食
に
食

べ
ら
れ
る
の
で
す
が
。

　

カ
フ
ェの
営
業
は
喫
茶
店
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、直

売
所
の
営
業
開
始
時
間
か
ら

１
時
間
遅
い
時
間
に
設
定
し
て

い
ま
す
。早
朝
か
ら
営
業
で
き

れ
ば
、お
客
様
に
喜
ば
れ
ま
す

が
、お
客
様
の
早
朝
利
用
は
少

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

質　
問

教
育
長

答　
弁

教
育
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

文
化
の
継
承
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

　
鮫
川
村
こ
ど
も
模
擬
議
会
も
今
年
で
５
回
目
と
な
り
、節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。鮫
川
小
６
年
生
、青
生
野
小
６
年
生・５
年
生

の
各
議
員
が
一
般
質
問
で
村
づ
く
り
の
政
策
を
提
言
し
、大
樂

村
長
、奥
貫
教
育
長
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

村　
長

答　
弁

づくりのとした 村 提言

緊張した表情のこども議員

積
雪
対
策

プ
ー
ル
整
備

舟木 玲王 議員



模擬議会で
教
育
長

答　
弁

質　
問

手
ま
め
館
運
営藤田 友稀 議員

森
田　
遙
麗 

議
員

再
質
問

藤田 紗輝 議員

15 さめがわ議会だより第152号

石
井　
陸
登 

議
員

再
質
問

　

先
日
、大
雪
が
降
っ
て
雪
か

き
を
行
い
、と
て
も
大
変
で
し

た
。鮫
川
村
に
は
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。鮫
川
村
で
の
対
策
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
15
セ
ン
チ
以
上
の
大

雪
が
降
っ
た
と
き
に
村
道
な
ど

の
除
雪
を
行
い
ま
す
。自
力
で

は
で
き
な
い
75
歳
以
上
の
高
齢

者
世
帯
等
は
、村
と
契
約
を
結

ん
で
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
が
、除
雪
機
を
使
って

除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
機
を
買
っ
た
ら
、私
道

の
雪
か
き
が
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
。村
か
ら
費
用
を
出
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

村
で
は
基
本
的
に
個
人
が

機
械
を
買
う
場
合
、補
助
金
は

出
し
て
い
ま
せ
ん
。近
所
が
助

け
合
っ
て
作
業
す
る
の
が
地
域

で
あ
り
ま
す
。小
さ
な
村
で
は

お
互
い
の
助
け
合
い
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　

雪
が
降
っ
た
際
、強
滝
や
塚

本
付
近
で
、車
が
上
が
れ
な
く

な
っ
て
渋
滞
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。安
全
に
通
行
で
き
る
対

策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
は
村
と
と
も
に
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
の
バ
ス
路
線
を
優
先

的
に
除
雪
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

積
も
っ
た
雪
や
氷
を
解
か
す
た

め
の
融
雪
剤
を
撒
く
車
を
県

で
１
台
、村
で
３
台
配
備
し
、事

故
の
防
止
を
図
って
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

プ
ー
ル
が
温
水
プ
ー
ル
に
な
れ

ば
、高
齢
者
の
方
も
一
年
中
使

う
こ
と
が
で
き
、村
民
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

プ
ー
ル
の
温
水
化
、さ
ら
に

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
大
き
な
お
金
が
必
要
で
す
。

お
年
寄
り
の
健
康
維
持
の
た

め
、お
金
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
は
主
に
和
式
で
、村
の

敬
老
会
の
際
に
は
不
自
由
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
。早
め
に
洋
式

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
改
修
工
事

を
行
い
、男
女
ト
イ
レ
の
１
ヶ

所
ず
つ
と
多
目
的
ト
イ
レ
を

洋
式
化
し
ま
し
た
が
、数
が
少

な
く
て
不
便
な
思
い
を
し
て
い

る
方
が
い
ま
す
。ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

プ
ー
ル
の
更
衣
室
の
ロ
ッ

カ
ー
の
錆
び
と
、湿
気
が
多
く

て
ジ
メ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
を
改

善
し
、快
適
に
使
え
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
で
す
。

　

プ
ー
ル
の
更
衣
室
な
の
で
湿

気
が
多
く
、消
毒
に
塩
素
を
使

う
た
め
鉄
は
錆
び
や
す
い
が
、

ロッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
早
め
に
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
生
野
小
学
校
は
今
年
度
で

閉
校
で
す
。閉
校
後
、使
わ
ず
に

残
し
て
お
く
の
は
勿
体
無
い
の

で
、手
ま
め
カ
フ
ェ
２
号
館
と
し

て
、地
域
の
方
や
観
光
客
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
う
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

手
ま
め
館
２
号
館
と
す
る
場

合
の
、改
修
費
用
等
の
検
討
が

必
要
と
な
り
ま
す
。平
成
30
年

度
に
廃
校
利
用
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、調
査
及
び
審
議
を

す
る
予
定
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
青
生
野
小
は
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。村
全
体
で
の
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

地
域
お
こ
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
の
暮
ら
し
を
や
め
、

地
方
で
暮
ら
し
を
模
索
す
る
人

た
ち
に
向
け
、村
の
地
域
情
報

を
発
信
し
た
り
、短
期
の
お
試

し
移
住
を
働
き
か
け
る
な
ど
し

て
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま
す
。ま

た
、農
産
物
な
ど
の
地
域
資
源

の
活
用
と
、都
市
部
へ
の
営
業
を

強
化
し
ま
す
。

　
手
ま
め
館
の
営
業
時
間
が
短

く
、仕
事
帰
り
の
人
が
立
ち
寄

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。営
業

時
間
を
延
ば
せ
ば
買
い
物
が
出

来
て
便
利
に
な
る
と
思
う
の
で

す
が
。

　

手
ま
め
館
は
来
店
い
た
だ

く
お
客
様
の
た
め
に
、夕
方
７

時
ま
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、６
時
以
降
の

お
客
様
が
極
端
に
少
な
い
と

いっ
た
こ
と
が
あ
り
、現
在
の
営

業
時
間
と
な
って
い
ま
す
。

　

手
ま
め
カ
フ
ェ
の
パ
ン
は
美

味
し
く
て
気
に
入
っ
て
い
る
の

で
す
が
、10
時
開
店
だ
と
朝
食

に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。開
店
時

間
を
早
め
て
い
た
だ
け
る
と
、

出
来
た
て
の
パ
ン
を
朝
食
に
食

べ
ら
れ
る
の
で
す
が
。

　

カ
フ
ェの
営
業
は
喫
茶
店
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、直

売
所
の
営
業
開
始
時
間
か
ら

１
時
間
遅
い
時
間
に
設
定
し
て

い
ま
す
。早
朝
か
ら
営
業
で
き

れ
ば
、お
客
様
に
喜
ば
れ
ま
す

が
、お
客
様
の
早
朝
利
用
は
少

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

村　
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

第５回 鮫川村
こども模擬議会 とした正々堂々

議会を進行する八木史奈議長

質　
問

青
生
野
小
の
活
用

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

こ
ど
も
模
擬
議
会
に
寄
せ
て

我
妻　
　
凌 

議
員

再
質
問

村　
長

答　
弁



緑川　 凱 議員

質　
問

文
化
の
継
承

生田目 早翔 議員

質　
問

観
光
対
策

渡邊 咲来 議員

質　
問

危
機
管
理

齊藤 麗愛 議員

　

鮫
川
村
に
居
住
し
、か
つ
村

内
に
お
い
て
農
林
業
に
従
事
し

た
者
で
10
年
を
経
過
し
た
者

は
奨
学
基
金
の
返
還
を
免
除

す
る
と
な
って
お
り
、こ
の
制
度

を
利
用
し
て
い
る
方
は
現
在
１

名
で
す
。

　
医
師
や
歯
科
医
師
な
ど
の
資

格
を
持
っ
た
人
が
鮫
川
村
に

帰
っ
て
き
た
場
合
に
も
、奨
学

金
の
返
済
免
除
に
す
れ
ば
、医

師
不
足
解
消
に
効
果
が
あ
る
の

で
は
。

　

村
で
は
医
師
不
足
等
の
解

消
を
図
る
た
め
、平
成
27
年
度

か
ら
医
師
、保
健
師
、看
護
師
、

管
理
栄
養
士
、社
会
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
し
、村
内
に
就
業

し
た
方
に
対
し
て
も
、10
年
を

経
過
し
た
方
は
奨
学
金
の
返

還
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
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村　
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

教
育
長

答　
弁

教
育
長

答　
弁

教
育
長

答　
弁

教
育
長

答　
弁

村　
長

答　
弁

須
藤　
百
香 

議
員

再
質
問

木
村　
光
佑 

議
員

再
質
問

芳
賀　
利
哉 

議
員

再
質
問

藤
田　
杷
成 

議
員

再
質
問

我
妻　
佑
作 

議
員

再
質
問

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
た
際
、近
く
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
出
来
た
丈
夫
な
建
物

が
な
く
て
困
り
ま
し
た
。ミ
サ

イ
ル
に
備
え
た
防
災
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
対
す
る
対

策
は
国
が
行
っ
て
お
り
、屋
外
に

い
る
場
合
は
近
く
の
建
物
の
中

に
避
難
す
る
。建
物
が
な
い
場
合

は
物
陰
に
身
を
隠
す
。そ
の
後

は
村
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
出

さ
れ
る
指
示
に
従
って
行
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
よ
う

な
震
災
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。村
に

は
、崖
崩
れ
や
土
石
流
の
危
険

地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま

す
か
。

　

村
で
は
、鮫
川
村
防
災
関
連

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。こ
の
マッ
プ
を
利
用
す
る

こ
と
で
災
害
発
生
時
の
迅
速

な
避
難
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

災
害
に
よ
る
被
害
の
低
減
に
有

効
と
な
り
ま
す
。

　

民
族
資
料
館
で
縄
文・弥
生

時
代
の
展
示
は
分
か
り
や
す

か
っ
た
が
、昔
の
農
具
の
展
示

は
並
べ
て
あ
る
だ
け
で
分
か
り

に
く
か
っ
た
。学
校
で
の
学
習
で

利
用
し
や
す
い
よ
う
、展
示
を

整
理
し
て
は
。

　

民
族
資
料
館
の
展
示
物
が
、

皆
さ
ん
の
学
習
の
補
助
的
な

役
割
を
担
う
事
は
大
切
な
こ

と
で
す
。さ
ら
に
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、説
明
書
な

ど
も
加
え
て
参
り
ま
す
。

　

渡
瀬
の
獅
子
舞
の
一
部
を
、

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
の

も
と
再
現
し
ま
し
た
。渡
瀬
の

獅
子
舞
は
村
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、今

後
ど
の
よ
う
に
保
存
し
て
い
く

の
か
。

　

ま
ず
は
、渡
瀬
の
獅
子
舞
の

重
要
性
を
村
民
に
知
って
も
ら

う
こ
と
。平
成
30
年
度
事
業
で

渡
瀬
の
獅
子
舞
の
道
具
づ
く

り
を
記
録
し
、そ
の
衣
装
な
ど

を
村
の
歴
史
民
族
資
料
館
や

公
民
館
に
展
示
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
自
宅
に
は
農
具
倉
庫

が
あ
り
、昔
の
農
具
な
ど
が

残
っ
て
い
ま
す
。各
家
庭
に
は
、

昔
の
生
活
の
貴
重
な
資
料
と

な
る
も
の
が
眠
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。調
査
す
れ
ば
貴

重
な
物
が
見
つ
か
る
の
で
は
。

　

今
年
度
、調
査
の
過
程
で
、

新
た
に
東
石
区
の
古
い
文
書
を

発
見
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

事
が
今
後
も
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、私
た
ち
も
情
報
収
集
に

努
め
ま
す
。

　

村
で
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
、

う
ま
い
も
の
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、鮫

川
村
を
訪
れ
る
観
光
客
の
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
た
、観
光
客
を
増
や
す
具
体

的
な
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

鹿
角
平
観
光
牧
場
、手
ま
め

館
の
来
場
者
、そ
の
ほ
か
に
春

ま
つ
り
、花
火
大
会
、う
ま
い
も

の
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
慮
す

る
と
、約
５
万
人
が
鮫
川
村
を

訪
れ
て
い
る
。取
り
組
み
と
し

て
、東
京
鮫
川
会
や
東
京
都
北

区
の
区
民
を
対
象
と
し
た
バ
ス

ツ
ア
ー
の
受
入
れ
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

鹿
角
平
観
光
牧
場
内
を
通

る
道
に
、花
や
樹
木
を
植
え
て

並
木
道
を
作
り
、観
光
客
を
増

や
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

鹿
角
平
を
整
備
で
き
な
い

事
情
が
あ
り
ま
す
。鹿
角
平

観
光
牧
場
は
村
の
所
有
地
の

他
に
、多
く
の
人
が
所
有
す
る

共
有
地
で
あ
る
た
め
、勝
手
に

使
い
道
を
変
更
で
き
な
い
こ
と

に
な
って
い
ま
す
。

　

村
の
奨
学
金
制
度
は
、鮫
川

村
に
戻
っ
て
き
て
農
業
で
10
年

以
上
働
く
人
が
免
除
さ
れ
る
よ

う
で
す
が
、そ
の
制
度
を
利
用

し
た
人
は
何
人
い
ま
す
か
。

質　
問

奨
学
金
制
度



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

検
証 

ど
う
な
っ
た
っ
ぺ
？
あ
の
一
般
質
問
・
シ
リ
ー
ズ
私
の
夢
・
議
会
傍
聴 

村
民
の
声
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長場  祐介 先生

鮫川小学校
生徒指導主事

　
村
外
か
ら
単
身
赴
任
で
鮫
川
村
で

生
活
し
て
い
る
私
は
、
鮫
川
村
の
す

ば
ら
し
さ
を
よ
く
子
ど
も
た
ち
に
話

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
模
擬
議

会
に
参
加
し
、
鮫
川
村
の
未
来
に
つ

い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
「
体
育
の
水
泳
の
授
業
や
ス
ポ
少

で
利
用
し
て
い
る
ト
レ
セ
ン
の
設
備

の
改
修
」
、
「
さ
め
っ
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
披
露
し
た
渡
瀬
の
獅
子

舞
や
奥
州
鮫
川
太
鼓
な
ど
村
の
伝

統
・
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
」

「
祖
父
母
と
い
っ
し
ょ
に
雪
か
き
を

し
て
大
変
だ
っ
た
か
ら
何
と
か
し
て

ほ
し
い
。
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
提

案
し
た
意
見
は
、
子
ど
も
の
目
線
か

ら
考
え
た
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
。

　
自
分
達
の
村
を
よ
り
よ
く
し
た
い

と
真
剣
に
考
え
る
姿
や
堂
々
と
意
見

を
主
張
し
た
り
、議
会
を
進
行
し
た

り
す
る
姿
に
子
ど
も
達
の
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。

　
村
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
に
は
、

子
ど
も
達
の
質
問
に
一
つ
一
つ
答
え

て
い
た
だ
き
、
一
人
一
人
の
子
ど
も

の
思
い
や
願
い
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
答
弁
の
中
で
、
村
と
し
て
の

対
策
・
対
応
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

達
自
身
が
で
き
る
こ
と
も
提
案
し
て

い
た
だ
き
、
自
分
達
が
自
ら
行
動

し
、
村
を
よ
く
す
る
こ
と
も
で
き
る

こ
と
に
子
ど
も
達
は
、
気
が
つ
い
た

よ
う
で
す
。

　
十
年
後
、
二
十
年
後
、
子
ど
も
達

が
立
派
な
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

こ
ど
も
議
会
で
の
経
験
を
生
か
し
、

鮫
川
村
を
支
え
て
い
く
存
在
の
一
人

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

よい村をつくるのは自分達！

我妻  幸子さん

　
孫
の
、
こ
ど
も
模
擬
議
会
が
見
た
く
て

議
会
室
に
入
室
す
る
と
、
個
々
の
名
前
が

黒
い
木
札
に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
ど
も

達
も
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
子
ど

も
達
一
人
ひ
と
り
が
緊
張
し
な
が
ら
も
、

は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
村
長
さ
ん
や
教

育
長
さ
ん
へ
の
質
疑
が
堂
々
と
し
て
お

り
、
子
ど
も
達
の
村
政
に
対
し
て
の
質
疑

は
家
族
の
一
家
団
欒
が
垣
間
見
ら
れ
て
、

家
族
と
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
村
政
へ
の

質
疑
が
上
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
が
村
政
に
対
し
て
質
疑
や
提

案
を
緊
張
し
な
が
ら
体
験
し
た
こ
と
が
、

人
生
の
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
事
を
知

れ
た
、
こ
ど
も
模
擬
議
会
傍
聴
で
し
た
。

我妻  トシ子さん

　
授
業
態
度
が
う
か
が
え
た
、
こ
ど
も
模

擬
議
会
。
議
場
で
の
背
筋
を
伸
ば
し
た
素

晴
ら
し
い
態
度
、
議
長
に
指
名
さ
れ
た
際

の
返
事
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
め
る
議

長
役
。
村
長
さ
ん
、
教
育
長
さ
ん
の
答
弁

を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聞
こ
う
と

す
る
様
子
。
こ
れ
ら
の
全
て
が
孫
達
の
成

長
を
感
じ
た
一
時
で
し
た
。

　
こ
ど
も
模
擬
議
会
を
傍
聴
し
て
、
先
生

の
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
な
が
ら
に
も
村

政
に
関
心
を
持
ち
、
考
え
る
機
会
を
得
る

事
が
出
来
た
子
ど
も
達
は
、
こ
れ
か
ら
成

長
し
て
い
く
中
で
貴
重
な
体
験
を
す
る
事

が
で
き
、
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
人
と
人
の
和
、
つ
な
が
り

の
中
か
ら
自
分
で
考
え
、
皆
ん
な
で
話
し

合
い
行
動
す
る
大
切
さ
を
感
じ
て
く
れ
た

ら
幸
い
で
す
。

村
を
支
え
て
い
く
人
に
な
る
こ
と
を
願
う

体
験
が
人
生
の

　 

大
き
な
プ
ラ
ス
に

孫
達
の
成
長
を
感
じ
た
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過去の一般質問が行政に反映されているか、
その経過を検証します。

あの一般質問

質問 ・ 提言

　実施に向けては
過程が大事である。
　事業推進委員会
を開き広く意見を
聞きたい。

答　　弁 経過及び結果

第9弾
どうなったっぺ？

　教育委員会
定例会、学校
給食運営委員
会で各委員か
ら無料化の要
望もないため、
事業推進に向
けての委員会
の開催に至っ
ていない。 検討を要する給食費無料化

　子育て世代へ
の財政的支援の一
環として、給食費
の無料化の考え
はあるか。　

平成27年 3月議会

質問 ・ 提言

　将来的には暗渠
排水や表土の入れ
替えを検討する。

答　　弁 経過及び結果
　スポーツク
ラブが除草や
整地等の整備
補修をしてい
るが、暗渠排
水や表土入れ
替えには至っ
ていない。

早期な改良整備が待たれる
青少年広場

平成27年

　降雨時後の青少
年広場グランドの
利用状況が悪い。
今後の対策が必要
ではないか。

6月議会

質問 ・ 提言

　様々な場所の状
況を勘案しながら
検討する。

答　　弁 経過及び結果
　旧泰斗工場
の跡地(村の所
有地)に11区画
の分譲を計画
し、30年度内
の完成に向け
て建屋の解体
工事が急ピッチ
で進められて
いる。

完成が待たれる分譲宅地
整備事業

　村有地、民有地
を活用し、若者の
定住や入村者を
視野に入れた分
譲地の整備を急ぐ
べき。
平成27年 3月議会

【青少年広場整備】

【給食の無料化】

【定住促進のための分譲地整備】

※定例議会での「一般質問」は議員の「政策提言」や、「村民の皆様の声」を村政に反映できる唯一の場となります。
   質問された「政策提言がどのように検討されているか」を根強く検証していく事としています。



　私は将来、仕事がしっかりできる素敵な女性になりたいと思ってい
ます。しかし、なりたい職業は、まだ決まっていません。中学生になっ
て本格的に勉強が始まったことで、将来の進路について強く意識する
ようになりました。そこで、中学校、高校生活は自分の夢を見つけ、
その実現のために準備をする期間だと思うようになりました。そして、
中学校生活を1年過ごしたなかで私は、仕事がしっかりできる素敵な
女性になりたいと思いました。
　将来、どの職業を目指すとしても、これから多くのことを学ばない
といけないと思います。そして、社会では1人ひとりの行動が大切に
なり、たくさんの責任が必要となります。そのためにまず、毎日かか
さず勉強し必要な知識をしっかり学びたいと思います。そして、私が
思い描く素敵な女性を現実のものにできるよう、これからも勉強や運
動にしっかり励み、努力したいと思います。

素敵な女性になりたい！

村民の広場

宗田一幸さん、和美さんの長女
ソフトテニス部で活躍中

がんばれ！！ 

村の担い手私の夢シリーズ12
宗田  奈々さん (鮫川中2年生)

３
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

趣
旨
問
題
意
識
は
感
じ
ら
れ
る
。

各
議
員
質
問
に
村
を
心
配
し
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。

現
実
問
題
と
し
て
村
と
各
議
員
、
各
区
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
を
し
て
行
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。

前
半
の
質
問
の
農
業
問
題
は
農
家
で
な
い
の
で
興
味
が
湧
か
な
か
っ
た
。

・・・ ◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
分
か
り
ま
し
た
か

政
策
や
制
度
改
正
な
ど
、
普
段
か
ら
気
に
か
け
な
い
と
い
け
な
い
と
再
認
識
し
た
。

村
民
の
代
表
で
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

・・ ◆ 

そ
の
他
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

む
ず
か
し
い
答
弁
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

難
し
い
質
問
が
多
い
と
思
う
が
、
若
者
が
定
住
で
き
る
村
の
環
境
づ
く
り
を
是
非
頑

張
っ
て
欲
し
い
。

人
口
減
少
、
少
子
化
に
つ
い
て
は
議
員
の
方
々
も
後
継
者
が
い
な
い
の
で
は
。

・・・ ◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
長
）の
発
言
は
わ
か
り
ま
し
た
か

議
会
傍
聴
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す

６
月
定
例
議
会
は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

（大字東野字官代）
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各
大
字
行
政
区
長
の
皆
様
に
議
会
傍

聴
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。貴
重
な

ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

村民
の

声

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
㉘
・
議
会
事
務
局
長
に
古
舘
甚
子
さ
ん
！！
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里
山
に
若
葉
が
生
え
、柔
ら
か
な

空
気
が
春
の
香
り
を
醸
し
出
す
。何

気
な
い
自
然
の
営
み
が
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
。日
一
日
と
足
音
が
遠
の

く
中
で
、爽
や
か
な
風
に
の
せ
て
、次

世
代
の
子
供
た
ち
に
贈
り
た
い
安
ら

ぎ
の
故
郷
。編
集
委
員
一
同
、今
年
度

も
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
編
集
委
員
）

編
集
後
記

新
た
な
時
代
へ
の
挑
戦 

故
郷
鮫
川
へ
の
想
い
を
糧
に

こ
と
は
、
人
生
の
宝
物
と
い
え

ま
す
。

　

ま
た
当
時
は
大
黒
柱
が
農
繁

期
以
外
は
出
稼
ぎ
に
行
く
こ
と

は
普
通
で
あ
る
中
、「
結
い
返
し
」

な
ど
部
落
全
体
が
助
け
合
う
精

神
で
満
ち
溢
れ
て
い
た
こ
と
も
、

社
会
人
と
し
て
人
間
関
係
を
構

築
す
る
う
え
で
の
柱
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
50
年
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
瞬
時
に
共
有

で
き
る
時
代
と
な
り
、Ａ
Ｉ
や
自

動
運
転
な
ど
人
類
の
利
便
性
を

叶
え
る
新
た
な
産
業
が
繁
栄
す

る
な
ど
世
の
中
は
激
変
し
、
時

代
の
流
れ
を
背
景
と
し
た
新
た

な
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
私
は
、
い
わ
き
中
央
警

察
署
常
磐
分
庁
舎
所
長
と
い
う

立
場
で
防
犯
、
交
通
等
の
関
係

機
関
団
体
の
皆
さ
ん
と
心
を
一

つ
に
し
て
、
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、

「
組
識
は
人
」
で
あ
り
、「
人
は
地

域
の
宝
」
で
あ
り
ま
す
。
如
何

に
「
人
」
を
活
か
す
組
織
を
構

築
す
る
か
、
仕
事
に
や
り
甲
斐

と
誇
り
を
持
ち
働
け
る
職
場
を

つ
く
れ
る
か
が
鍵
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
ご
縁
が
あ
り
「
ふ
る
さ

と
鮫
川
へ
の
想
い
」
シ
リ
ー
ズ
を

拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
鮫
川
村
出
身
の
人
材

が
、
村
外
で
ご
活
躍
さ
れ
、
人

口
の
減
少
と
高
齢
化
に
悩
む
鮫

川
村
を
支
え
る
力
強
い
応
援
団

と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
力
と
知
恵
を
結
集
し
て
、

新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
し
、
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
１
月
に
八
幡
屋
に
お
け

る
「
還
暦
祝
賀
会
」
に
出
席
し

ま
し
た
。
中
学
卒
業
以
来
に
な

り
ま
す
が
、
恩
師
や
同
級
生
と

歓
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
立
派
な
美
男
美
女
に

変
身
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
還

暦
に
な
る
ん
だ
な
、「
光
陰
矢
の

ご
と
し
」
と
い
う
言
葉
が
こ
の
た

め
に
あ
る
ん
だ
な
と
実
感
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
同
級
生
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
職
後
は
「
一
期
一
会
」
を

大
切
に
、
運
命
の
出
会
い
で
あ

る
同
級
生
の
皆
様
と
親
交
を
深

め
て
、
残
り
の
人
生
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

勿
論
、
故
郷
鮫
川
村
を
応
援

し
な
が
ら
。

　

東
野
分
校
を
含
む
鮫
川
小
、

鮫
川
中
の
同
級
生
と
一
緒
に
学

ん
だ
こ
と
、
及
び
鮫
川
と
い
う

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
故
郷
が

あ
る
こ
と
が
、
警
察
官
と
い
う

職
業
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

幼
少
期
に
、
鮫
川
の
緑
豊
か

な
野
山
を
駆
け
巡
り
、
蛙
の
合

唱
を
聴
き
な
が
ら
満
天
の
星
を

眺
め
た
り
、
澄
み
切
っ
た
空
気

の
中
で
動
植
物
と
共
生
で
き
た

有賀  広行さん
（大字東野字楢久保及び大房出身）

 いわき市在住（単身赴任）

シリーズ㉘ふるさと鮫川への想い
◆ プロフィール
【 生 年 月 日 】
昭和５３年
昭和５６年

昭和５８年

昭和５８年
昭和５８年

平成27年
平成２8年

平成２９年

【 家 　 族 】
【 趣 　 味 】

３ 月
３ 月

２ 月

４ 月
11月

３ 月
３ 月

３ 月

昭和３３年６月１７日
福島県立白河高等学校卒業
東洋大学工学部
応用化学化科卒業
白河電子工業（株）
石川工場退社
福島県警察官拝命
いわき中央警察署
五色町交番
福島署等第７警察署及び
県警本部勤務
福島県警察本部警備課次席
福島警察本部外事課
指導官兼次席
いわき中央警察署
常磐分庁所長

妻、二女（郡山市居住）
旅行、ウォーキング

（現在に至る）

【
議
会
事
務
局
】

　
0
2
4
7（
4
9
）3
1
1
5
ま
で

　

議
会
事
務
局
長
と
し
て
斉
藤
利
己

さ
ん
に
代
わ
り
古
舘
甚
子
さ
ん
が
着

任
し
ま
し
た
。

  

女
性
初
の
事
務
局
長
と
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
感
想
や
ご
意
見

も
お
寄
せ
下
さ
い
。

よろしくお願いします！ 人
事
異
動

か 

て


